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葬儀トラブルの概要と背景

葬儀トラブルの種類

追加料金や高額請求に関する問題が最も多い。

見積もりの不明瞭さや説明不足がトラブルの原
因となる。

家族葬における参列者の範囲や形式の認識不足
が親族間の対立を引き起こす。

強引な営業や契約の強要が遺族に精神的負担を
与える。

インターネット仲介サービスに関連する誇大広
告や追加請求が増加。

葬儀トラブルの原因

消費者の情報不足や判断力の低下がトラブルを
助長。

業者側の不透明な料金設定やサービス品質の低
さが問題を引き起こす。

精神的に動揺した状況下での短期間の意思決定
がトラブルの温床となる。

葬儀トラブルの背景要因

日本社会の高齢化に伴う葬儀需要の増加。

葬儀形式の多様化とそれに伴う認識の齟齬。

業界全体の規制やガイドラインの不徹底。

過去5年間の葬儀トラブルトップ10

1. 追加料金・想定外の高額請求

見積もりに含まれていない項目が後から追加さ
れる。

変動費用（飲食費、安置日数延長費用など）が
積み重なる。

悪質な事例では、意図的に低価格を提示し後か
ら高額請求。

2. 見積もり内容の不明瞭さ・説明不足

見積書が「一式」とされ詳細な内訳が不明。

書面での説明がなく口頭での説明に終始するケ
ース。

消費者が他社と比較検討することが困難。

3. 家族葬に関するトラブル

参列者の範囲を巡る親族間の意見対立。

従来の葬儀観を持つ親族との価値観の衝突。

事前の説明や合意形成の不足が原因。

4. 強引な営業・契約の強要

遺族の精神的動揺に乗じた高額プランの押し付
け。

病院から紹介された業者による契約の強要。

消費者の弱みにつけ込む営業手法。

5. インターネット経由の葬儀仲介サービスに関
する問題

「格安」表示と実際の請求額の乖離。

サービス品質管理や責任の所在が曖昧。

景品表示法に抵触する広告表示。

6. 葬儀の施行内容・品質に関する不満

スタッフの態度や説明不足。

祭壇設営ミスや手配漏れなどの不手際。

遺体の取り違えなど重大な過失。

7. 契約・解約に関するトラブル

契約内容の曖昧さや解約条件の不明確さ。

冠婚葬祭互助会の解約手続きの煩雑さ。

高額な解約手数料の請求。

8. パッケージプランの内容に関する誤解

プランに含まれるサービス内容の説明不足。

追加料金が発生する条件の不明確さ。

消費者の誤解を招く販売形態。

9. 特定の物品・サービスに関する問題

葬儀会場の設備や清掃状態に関する不満。

返礼品の品質や手配数の不足。

宗教儀礼に関する説明不足や不手際。

10. 遺体の安置・搬送に関するトラブル

安置期間延長に伴う追加費用の説明不足。

遺体搬送費用の不透明な請求。

遺体の取り違えや不適切な扱い。

葬儀トラブルを防ぐための対策

消費者向けの対策

事前に葬儀に関する基本知識を収集。

家族間で葬儀の形式や希望を話し合う。

複数社から見積もりを取得し比較検討。

業者向けの対策

見積もり内容を詳細かつ明確に提示。

スタッフの教育を徹底し倫理観を育成。

契約・解約条件を消費者に分かりやすく説明。

業界全体の取り組み

業界団体によるガイドラインの徹底。

消費者相談窓口の強化と周知。

広告表示の適正化と監視体制の強化。

結論と今後の展望

葬儀トラブルの現状と課題

費用に関するトラブルが依然として多い。

家族葬やインターネット仲介サービスに関連す
る新たな問題が顕在化。

消費者の脆弱性と業者の不透明性がトラブルの
根底に存在。

今後の取り組みの方向性

消費者と業者双方の意識改革と行動が必要。

透明性の向上と倫理的な事業運営が求められ
る。

信頼できる葬儀サービス市場の実現に向けた継
続的な努力が重要。


